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JR中央線の⾼速化及び利便性向上の取組みについて 
 
１ 中央東線高速化促進広域期成同盟会（平成20年1⽉設⽴） 
○目的 

  ・中央線の⾼速化、利便性向上、沿線の地域振興に取り組むため、東京都、神奈川県、
⼭梨県、⻑野県の⼀都三県にまたがる広域的な推進組織を設⽴し、沿線地域の⾼速化
等に関する世論形成を図るとともに、国、ＪＲ東⽇本などに対して積極的な要望活動
を実施する。 

 
○組織 

  ・構成メンバー 
   会  ⻑：⼭梨県知事、     会⻑代理：⻑野県知事 
  副 会 ⻑：松本市⻑、甲府市⻑、 監  事：韮崎市⻑、安曇野市⻑ 

   顧  問：⼭梨、⻑野両県選出国会議員、両県県議会議⻑・副議⻑ 
   参  与：⼭梨、⻑野両県県議会議員（但し議⻑・副議⻑は顧問） 
   会  員：⼭梨県、⻑野県、中央線沿線(一部大糸線沿線)48市町村、その他40団体           

計９０団体 
 
○要望項目 

 ・中央東線の⾼速化及び輸送⼒の強化  
      ①三鷹〜⽴川間の複々線化の早期事業化   
       ②京葉線の延伸（東京〜新宿〜三鷹間）の推進 
       ③⾼尾以⻄の線形改良の推進 
       ④⾼速化や快適性の向上に資する新型⾞両の開発推進と早期導⼊ 
   ・中央東線の利便性向上 
     ①早朝、深夜の特急電⾞の新設 
     ②東京駅始発終着の特急電⾞の増発 
     ③携帯電話の不感地域の解消（特に、⼭岳区間 ⾼尾〜塩⼭間での不感地域解消

の推進） 
     ④特急「あずさ」の大糸線乗り入れの増発、飯田線への乗り入れ 

⑤中央⻄線、身延線、飯田線など他線との接続改善 
     ⑥普通電⾞の増発、通勤通学⽤快速列⾞の甲府までの延伸 
     ⑦Ｓｕｉｃａ対応⾃動改札機の全駅設置、みどりの窓⼝の営業時間延⻑ 

⑧特急定期券の導入                (H25年度 要望項目) 
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2 要望に係る改善項目 
○新宿駅を終着としていたスーパーあずさ６号の東京駅までの延⻑ 
○⼣⽅の東京発⼤⽉⾏き直通列⾞の増便 
○県内に５本ある2,000m以上のトンネルにおける携帯電話の不感区間の解消 
○現在のスーパーあずさに代わり、新幹線にも使われている「空気ばね式」の⾞両傾斜装
置等を備えた新型⾞両の開発着⼿、来年夏の試験⾛⾏の開始 
○普通列⾞を、現在の１１５系から乗り⼼地の良い２１１系へと順次置き換え 

 
3 今後の対応 
○中央線の⼤幅な⾼速化は、巨額の⼯事費や時間を要することから、⻑期的な課題として、
引き続き沿線都県・市町村と連携しながら、今後も粘り強く取り組んでいく。 

 
○利便性向上については、本県が東京圏への通勤通学圏となるような⽅策を早期に講じる
ことが重要と考えており、大月発の快速列⾞（いわゆるE電）の甲府駅までの延⻑を
JR東日本に申し入れている。 


